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今福小学校実習田の田植え 

5月 6日（木）今福小学校全校児童４７名と地域の皆さんで実

習田の田植えを行いました。 

昨年はコロナの影響で田植えができませんでしたが、今年は前

日までの雨や大風がウソのように広く晴れ渡り、のどかな田植え

日和となりました。地域の方から苗の持ち方や植える数、植え方

を教わって素足で田んぼに入りました。 

1 年生・2年生の皆さんは学校での田植えは初めてで、田んぼ

に入るのを怖がる児童もいましたが、上級生のお兄さんお姉さん

に見守られながら植えました。 

感想発表では、泥だらけはいやだったけど楽しかった。1・2

年生に優しく教えることができた。米作りの大変さがよく分かっ

て心に残るものだった。地域の皆さんにお世話になりましたな

ど、感謝の気持ちを発表していました。 

 

「ええ米が出来るで～」と 

カエルも応援に来たのかな  ‼ 

」と」❣」ー」 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月 24 日（土）・25 日（日）の両日、美又国民保養センタ

ーを会場に初めての「美肌まつり in みまた」が開催されまし

た。好天に恵まれ、用意した 300 食の「やちょ鍋」（いのしし

鍋）は全て振舞われ美味しいと好評でした。足湯につかっ

たり、友人や家族連れで石見神楽を楽しんだり、橋元屋幸

守さんの落語でくつろいだりと、新緑に囲まれて久しぶりの

まつりを満喫しておられました。 

 

 

5 月 11 日（火）お茶べり会を開催しました。パタカラ体操や指を使った

頭の体操をした後、卓球台を取り囲み「風船落とさないゲーム」を行いま

した。予想通りに動かない 2個の風船を追いかけ大笑いです。 

少し休んだ後は、回想法を取り入れた昔の米づくりの様子を話し合い

ました。早朝からの田植えや、いいそをのうて手刈りで稲を刈り、提灯を

灯しての高いはで干し作業、千歯こぎを使って家族総出で行った脱穀

等々、今では想像出来ない本当にご苦労の多かった米づくりに話は尽

きませんでした。 

今回のおやつは、懐かしい「はったい粉」です。昔話に花が咲きまし

た。 

お茶べり会は今月から第 2火曜日に変更して行います。来月は 6月 8

日（火）ですので多くの皆さんのご参加お待ちしています。 

 

 にこにこサロン 

4 月 28 日（水）にこにこサロンが開催されました。今回は市社協の吉川介護支援コーディネーターの指導で手

指や足を使った体操や脳トレ、ボールを使ったゲームを行いました。脳トレでは、足踏みと手を打ちながら数字の

倍数を言ったり、後出しじゃんけんを声を出しながら行いましたが、手と声が合わなくなり・・・爆笑！ 歌を歌いな

がらリズムに合わせてボールを回すゲームはなぜか合わなくて・・・苦笑い！ 少し脳が活性したかな・・・？ 

市社協のアンケート結果によると、コロナ禍で閉じこもる日が多く、嚙んだり飲み込みの低下や筋力低下など、

心と体の健康が失われるので、集うこと、つながりを切らないことが大切だとお話がありました。 

お茶べり会 


